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光英科学研究所

光岡知足氏（左）と村田公英氏（右）
2015年2月のNHKスベシャルで、「腸

r ーラ」に関する番組が放送され、世の
刃の言業が一世を風靡しましたが、その
＇イトルに「人の健康は腸内フローラが
切質が決定する」が採用されていまし
内フローラというと腸内細歯が主役に
すが、健康長寿のための腸内細歯の
はどのようなものでしょうか。

人の腸内フローラは大きく分けて乳酸
ビフィズス菌、腸球菌などの乳酸菌群
歯）と、ウェルシュ菌、大腸菌、プドウ球菌
腐敗歯群（悪玉菌）、そしてその他の嫌
§群（日和見菌）の3群に分けられます。
!康維持に働く有用菌「善玉菌」と人の
且害に作用する有害菌「悪玉菌」。今で
）かりお馴染みの言薬ですが、この言業
たのは私が最初だろうと思います。脱内
の3つの歯群が一定のパランスを持って
/、健康な腸内フローラを形成していま
に善玉菌が俊勢の状態を保っておくこ
康長寿のカギとなるのです。

私どもは、 ll易内フローラが作り出す健
5定づける物質として、「乳酸菌生産物
研究を50年以上に渡り続けてきました。
：：'は長年の研究の末、人の腸内と同様
）共棲状態を実現する培投技術を確立
た。共棲培養によって16種35株の普玉
月に集大成し、大豆の豆乳を培地にして
喝せ、菌の代謝物質である「乳酸菌生産
を作り出しました。乳酸菌そのものでは
L酸菌が作り出す健康物質で、数多くの
迂品メーカーに役立てて頂いております
岡先生のご意見をお聞かせください。

腸内フローラを健全に保つ食生活とし
れまで乳酸菌のエサとなる食品を摂る
ベイオティクス」やヨ ーグルトのような「生

きた乳酸菌」を含む食品を摂る「プロバイオ
ティクス」が推奨されてきましたが、それでは
「死んだ歯は摂っても意味は無い」ということ
になる。それは正しくはありません。実際には、
生きた菌•死んだ菌に関わりなく、菌体成分や
菌が作り出した物質が腸に作用するのです。
私は、「生きた菌」を重視し過ぎるイビッさを改
普するために、「プロバイオティクス」に代わる
「バイオジェニックス」という新しい概念を提唱
しています。

そもそも乳酸菌は、体に良いものだけを生
み出す性状を持っています。乳酸菌の作る
ものに溺になるものはないのです。御社が試
行錯誤の末に辿り滸いた菌群を、食品分析
センターで同定したところ16種35株という結
果だったということですが、それで必要十分
です。私の唱えるバイオジェニックス論では、
乳酸菌の概念として、死菌も含めた菌体成

分と代謝産物（乳
酸菌生産物質）を
合わせて重要だと
みています。つまり、
乳酸菌が発する粘
性の ある成分や、
乳酸菌を培妥した
培養液も箕重な も
のです。

村田 当社では「乳酸歯生産物質」に含まれ
る有効成分を突き止めるために、炭應大先端
生命科学研究所とヒューマン・メタポローム・テ
クノロジーズ社と連携し最新の追伝子解析技
術によって解析を行ったところ、身体の健康に
有用な34のペプチドを含む35冴重類の発酵代
謝産物の特定に成功しました。オルニチンなど
の各種アミノ酸、イソフラボン、グルコサミンなど、
数多くの健康機能物質が含まれていることが
わかりました。その解析結果を光岡先生にご
買頂いたところ、「私の提唱するバイオジェニッ

クス論が証明された」と喜んで頂きました。 35株の乳酸菌・ビフィズス菌を組み合わせた

光岡 そうした身体の健康に有用な代謝産
物が体外での共棲培姿によって生み出され
たことは喜ばしいことです。共棲培妥には、
戦人的な技術や直観が求められますが、分
子生物学が進み、迫伝子解析で腸内細菌
の同定が出来るようになった今となっても、腸
内フローラの実態を把握するには長年受け
継がれてきた技術が継承されていくことが望
ましいと思います。

村田 乳酸菌プー ムの影押か、今年に入っ
て大手食品メーカーが乳酸歯そのものを1食
あたり100笹個程度配合した裔品を続々と上
市しています。乳酸菌の数としては、光岡先
生が推奨される1日1兆個以上という批に到
達していません。また、乳酸菌の製造工程に
おいて、できるだけ菌体を多く集めるために、
歯を培姜した液体を遠心分離し、菌体だけ
を集めているため、当たり前ですが菌体付舒
成分や代謝産物は存在していません。

光岡 代謝産物を敢えて捨てるのはもった
いないことです。乳酸菌の菌体成分や代謝
物質が腸を刺激し、腸内フローラを改普する
ことで「腸管免疫」を活性化させるのですか
ら、代謝産物も重要な成分です。菌数を数多
＜摂取することも重要で、ヨ ー グルトを毎日大
址に摂るのが大変だという人は、菌種や菌
体成分、代謝物質を豊富に含んだ乳酸菌の
サプリメント（乳酸菌生産物質、乳酸菌生成
エキスなど）を摂ることをおすすめします。大
手食品メーカーもせっかく乳酸歯に滸目した
のであれば、代謝物質にも目を向けて欲しい
ものです。

村田 菌はとても奥の深い世界です。私ども
は25年前、新しい善玉菌の形として16種類

菌の最強チームを作り出しました。そして、共
棲培妥•発酵して得られる「乳酸菌生産物
質」を完成させました。

共棲培養は、そ
の名の通り異なる
菌を共棲することで
さらなる大きな力を
生み出すことが目
的ですから、相性
の良い菌の組み合
わせを見つけ出す
のに苦労しました。

これまでに50通り以上の菌の組み合わせを
検討し、ようやく最適な菌の配合に辿り舒きま
した。おかげさまで、当社の「乳酸菌生産物
質」は腸内環境に何の抵抗もなく受け入れて
もらっているようで、「善玉菌」が勢いを取り戻
す助けになっているようです。実際に当社製
品を配合したサプリメントは「体感がある」とし
て、長年にわたって支持され続けています。

光岡 確かに「体感」は大切です。人生100
年の時代に「健康長寿」で人生を全うするに
は、まず「身体の声」に耳を澄ませ、何を食べ
れば自分が元気になるかを判断することで
す。私自身、―i肖1t者として食事やサプリメン
トを摂る中で、まず大事にしてきたのは自分自
身の「体感」であり、お腹（腸）の調子です。自
分なりの体濶管理に努め、腸を元気にする生
き方を身に付けるためのヒントは、皆さんのお
腹の中の腸内細歯が教えてくれるのです。

村田 光岡先生ありがとうございました。私
どもも微力ながら健康長寿社会の実現のた
めにも、光岡先生の「パイオジェニックス論」を
基軸とした乳酸菌への正しい理解を深め、食
品分野へも「乳酸菌生産物質」を普及する
事に努めて参ります。

人の健康には「腸内フローラ」が作る物質が大切です。
圧倒的な品質力にて

細胞レベルで働きかける

新しい乳酸菌のカタチ
腸内フロ ー ラ由来の1 6種35株の乳酸菌チームが作りだしたのが
「複合乳酸菌生産物質」Sixteens" F F16"です。
FF16は確実な体感による高いリピート率が得られるため、受注が急増しています。
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